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　今年も異動の季節となり３月には一緒に働いてい

た同僚が去った一方、４月には多くの新しい仲間を

迎え24年度がスタートしました。職員が入れ替わる

ことに関しては様々な問題も指摘されていますが、

一方では新しく入職した人や他の施設で仕事をして

いた人の新しい考え方が入ることで病院職員のマン

ネリ化を避けることができ、その点において人事交

流は大きなメリットであるといえます。異動という

システムを有する国立病院機構の病院として、毎年、

新しく加わったメンバーと一緒になって病院目標で

ある「地域に信頼される病院」になるように努めて

いきたいと思っています。このためには、患者の目

線に立った質の高い医療の提供、政策医療の提供、

特にがん、結核を含む呼吸器疾患、成育医療、骨･

運動器疾患、腎疾患、免疫異常、重症心身障害など

に関する医療、質の高い臨床研究や治験の推進、教

育研修などを通じた質の高い医療人の育成、災害が

起こったときの救急医療支援などを継続して強化し

ていくことが重要です。これには職員一人一人がそ

れぞれのテーマに自発的に取り組んでいかなければ

なりませんが、これらはそれぞれが独立したもので

はなく相互の関連性は非常に強く、専門診療科間の

協力により総合力を発揮し、他部署や他職種間の連

携を深めることでより発展していけるものと思って

います。また、職場はやりがいのある、働きやすい

職場であることが重要で、そのような病院にしてい

きたいと考えています。そのためには、病院側の対

応のみならず、職員の意識変化も重要です。言われ

たことを義務的に行うのではなく、各部署で個々の

職員がそれぞれ問題点を抽出し改善に努め結果を出

していくことが大切で、このことはやりがいにも繋

がり、その積み重ねにより結果的に病院を変えてい

くことができると思います。�

　昨年度、高知病院はDPC/PDPS（診断群分類包

括評価）を導入致しました。DPC/PDPSはそれぞ

れの病院の診療内容を分析することにより医療の標

準化をはかることを目的にわが国の医療に採用され、

今後もこの方向性は変わることはないと思います。

DPC/PDPSについての問題点も多く指摘されてい

ますが、診療内容に関して他施設と比較ができるよ

うなったことは病院にとって非常に意味のあること

です。私たちの病院も他施設の診療内容と比較を行

うことで相違点を分析し、問題点を改善することに

努めていかねばなりませんし、そうすることで良質

の医療を患者さんに提供できるようになると思います。�

　最近の医療の動向をみてみますと、今まで以上に

地域の基幹病院としての役割は大きくなっていくよ

うに思います。高知病院も西部の中核病院として地

域の医療機関の要望に応えることができるように診

療内容を充実させていかねばなりません。国立病院

機構も非公務員化に向かっており職員にも積極性が

要求されるようになることは間違いありません。職

員一人一人が理想的病院にするためには何ができる

かを考え活動することにより、高知病院はより一層

進化していけるものと思います。職員一丸となり今

年度は昨年度に比べ評価できうるすべての項目にお

いて、よりよい成績を残し来年度に繋げていきたい

と思っています。�
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　本年４月１日より当院に勤務させていただいてお
ります林二三男（はやし　ふみお）と申します。�
　出身は徳島県吉野川の中流域にある阿波市です。
平成16年に徳島大学を卒業し、徳島市民病院での卒
後臨床研修を経て、徳島大学整形外科に入局しました。
その後、徳島大学病院、徳島県立三好病院、高松赤
十字病院で勤務し、医師９年目になります。�
　高知には幼小時に龍河洞を探索し、大学生時代に
汗見川マラソンに出場し、数年前にごめんなはり線
に乗ったりして何度か訪れる機会がありましたが、
住むのは初めてです。こちらの方の人柄はおおらか
であり、気が温かい風土という印象で、鰹などの名
物はもちろん、トマトなどの野菜も美味しいと感じ
ています。また高知市から西部は訪れたことがない
ので、四万十川や足摺岬などを訪れ、高知の四季を
楽しみたいと思っています。�
　田村先生の後任として当院に赴任しましたが、な
かなか先輩医師のようにはいかず、今は専門に関係
なく整形外科全般の診療について研鑽を積んでいこ
うと考えております。あえて挙げるとすれば脊椎外科、
手外科に興味があります。�
　未熟で至らない点も多く大変ご迷惑をおかけしま
すが、どうぞよろしくお願いいたします。�
�
�
�
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　はじめまして、４月より当院消化器科に赴任して
まいりました藤野泰輝（ふじの　やすてる）です。
出身は徳島県です。徳島大学を卒業し徳島県立中央
病院で臨床研修を終えた後に徳島大学消化器内科に
入局し、前勤務地の徳島大学病院より移ってまいり
ました。消化器疾患全般の診療や内視鏡及び化学療
法などを行なってきました。高知県で勤務するのは
初めてですが、今まで学会などで何度か来たことが
あり、活気のある雰囲気や新鮮な食事などとても魅
力的な所と思っており、赴任するに当たり大変うれ

しく感じております。趣味は運動で、早速スポーツ
ジムに入会し汗を流しています。また、高知は海が
きれいなので是非行ってみたいと思います。日常の
診療においては、患者さんの健康増進に少しでもお
役に立てればと思います。まだまだ至らない点もあ
るかと思いますが、精一杯頑張りたいと思います。
よろしくお願い申し上げます。�
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　４月より勤務させていただいている近藤英司（こ
んどう　えいじ）です。板東英二さんと似ています
が関係はありません。徳島県徳島市の出身で、徳島
大学を平成15年に卒業しました。大学勤務ののち、
平成18年からJA高知病院、平成20年から阿南共栄
病院で勤務しました。久しぶりの高知なので、仕事
もプライベートも心機一転、楽しみにしています。�
　耳鼻咽喉科一般に興味があり診察も手術も好きで
すが、嚥下障害、睡眠時無呼吸に積極的に関わりた
いと思っています。また、時間があるときは、プール、
映画鑑賞、演劇、読書、サッカー観戦、ゲーム、カ
ラオケでリフレッシュしています。�
　病院についてまだ分からないことも多く、最初は
ご迷惑をおかけするかもしれませんが、頑張ります
のでよろしくお願いいたします。�
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　４月１日より当院で勤務させていただくことにな
りました太田宗幸（おおた　むねゆき）です。�
　出身は大阪です。徳島大学を卒業後、徳島大学麻
酔科に入局し、おもに救急集中治療を中心に携わっ
てまいりました。高知は研修医時代時に高知市民病
院で２年間、高知赤十字病院に８年間勤務しており、
医師の大半を高知で過ごしております。自分の好き
な分野は集中治療で、特に人工呼吸管理や血液浄化
を必要とする重症患者の管理を主に勉強してきました。
今後、麻酔を中心に集中治療に携わっていければと
思っております。�
　一日も早く慣れて戦力になれるよう、頑張ってい
きたいと思います。今後とも宜しくお願いします。�
�
�
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　４月より当院で勤務させていただいております香
西博之（こうざい　ひろゆき）です。�
　平成21年に大阪医科大学卒業後、徳島大学病院、
徳島県立中央病院で初期臨床研修を終えて、徳島大
学呼吸器膠原病内科に入局しました。その後１年ほ
ど大学病院に勤務し、今年で卒後４年目となります。�
　生まれは香川県で、高知県に住むのは初めてですが、
誰に聞いても、高知は食べ物とお酒が美味しいとこ
ろだと口を揃えて教えていただき、楽しみにしてお
ります。�
　医師としてまだまだ未熟であり、病院のシステム
にも不慣れなことが多いですが、精一杯努力してい
きたいと思っておりますので、御指導御鞭撻の程、
よろしくお願いいたします。�
�
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�
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　４月１日より当院に勤務することになりました消�
化器科の岡崎潤（おかざき　じゅん）と申します。�
以前は北海道の斗南病院、徳島大学病院で研修をし
ておりました。�
　高知県での勤務は今回が初めてで、消化器内科医
としても初めての勤務となります。�
　日々の診療において、患者さんに優しく接するよ
うに心がけていきたいと存じます。�
　まだまだ消化器内科医としては未熟であり、治療
については井上先生の指導のもと修練に励んでおり
ます。今後ともよろしくお願いいたします。�
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　この４月より初期臨床研修をさせていただいてい
る五十嵐徹（いからし　とおる）と申します。出身
は新潟県ですが、高知大学を卒業し、そのまま住み
なれた高知に残ることとなりました。雪国育ちの自
分にとって、高知の温暖な気候が身にしみてありが
たく感じられる毎日です。�

　初期研修生活を送るに当たりまして、次の二つの
ことを大事にしていきたいと考えています。�
　一つ目は、患者さんひとりひとりの話をよく聴く
ことです。教科書で一括りにまとめられている病気も、
実際の臨床では個々の患者さんによって症状の程度
は異なり、また生活背景もひとりひとり違っている
ものだと思います。それぞれの患者さんの事情を踏
まえた、きめ細やかな医療をしていきたいと考えます。�
　二つ目は、いつも笑顔でいることです。これは簡
単なようで非常に難しいことだと感じています。疲
れているときや思い通りにいかないことがあったと
きは、どうしても暗い顔になってしまいがちですが、
そんなときでも意識してできるだけニコニコするこ
とを心がけていきたいと思います。�
　まだ右も左もわからない状態で至らない点ばかり
ですが、精一杯頑張りたいと思います。どうぞ宜し
くお願い致します。�
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　はじめまして。４月１日より国立病院機構高知病
院で研修をさせていただいております、臨床研修医
１年目の塚崎佑貴（つかざき　ゆうき）と申します。
出身は大阪で、大学は徳島大学をこの春に卒業しま
した。高知には竜馬の故郷ということで何度か旅行
に来たことがあり魚介類やお酒がおいしいという印
象でしたが、その高知で生活できることを嬉しく思
います。�
　国立病院機構高知病院では学生の頃から実習等で
大変御世話になり、また当院での研修を先生方に熱心
にお誘いいただき、医師としての第一歩を国立病院
機構高知病院で踏み出せることを大変光栄に思います。�
　昨今の高齢化社会においては複数の疾患を抱えて
いらっしゃる患者さんも多く、その多くは生活習慣
病であり、地域に根差した総合的な医療が必要と常々
感じておりますが、一方で腫瘍などの難病に対する
高度な専門医療が必要とされているのもまた事実です。
学生の頃から多くの病院を見学してきましたが、国
立病院機構高知病院は地域に根差した総合的な医療
を提供すると同時に高度な専門性を兼ね備えた病院
であり、研修を行う上でこれほどよい環境はないと
実感しております。�
　まだまだ医師になったばかりで患者さんを助ける
どころか、先生方、医療スタッフの方々、患者さん
に助けられる毎日ですが、一刻も早く病院の力にな
れるよう精進したいと思いますのでどうかよろしく
お願い致します。�

呼吸器科医師　香西　博之�

消化器科医師　岡崎　　潤�

臨床研修医　五十嵐　徹�

臨床研修医　塚崎　佑貴�

企画課長�

久保田克也�



�
�
�
�
�
�
　みなさん初めまして！この４月に事務部長として
赴任しました大西寛征（おおにし　ひろゆき）とい
います。�
　私は生まれも育ちも香川県で、高知病院で勤務す
るのは初めてですが、統合新病院の新築工事の際には、
四国地方医務支局から応援に来ていました。特に、
高知病院の移転の際には現地でご一緒させていただ
いたことから、当院については特別な思い入れもあ
ります。�
　また、移転直前の高知病院には右足首腱の不全断
裂で１ヶ月ほど入院し、篠原統括診療部長をはじめ
とする整形外科の先生方や病棟の看護師さん、理学
療法士さんたちに大変お世話になりました。�
　このような思い出のある高知病院は、新たな病院
になって早12年目を迎えております。その間、国立
病院から独立行政法人となり経営環境は変わりまし
たが、当院の使命である地域から求められている医
療の提供や臨床研究事業、教育研修事業等の充実な
どについては、院長をはじめとした職員一同の努力
により継続発展してきたところであります。そして、
職員全員が地域に信頼される病院を目指して頑張っ
ているところであります。�
　このような高知病院で勤務させていただくことは、
私にとっては大変光栄な事と思っております。　そ
して、関係各位との連携を取りながら地域に貢献で
きる病院となるために全力で取り組んで参りたいと
思っておりますので、今後ともご指導、ご鞭撻の程
よろしくお願い申し上げます。�
�
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　４月１日付で当院へ転勤してまいりました大久保
直矢（おおくぼ　なおや）と申します。当院では、
平成19年４月から２年間業務班長として勤務させて
いただきましたので、今回、２回目の勤務となります。�
　管理課では、人事、給与、労働条件、福利厚生な

どに関する事務を所掌しており、当院に勤務する職
員に関する事務が大きなウエートを占めています。
業務の１つ１つが職員個々のための業務であること
を踏まえ、正確かつ迅速に処理するよう管理課職員
一同努力しています。�
　ところで、私が学生の頃、顧問の先生から「至誠
天に通ず」という言葉を教えてもらいました。当時、
雑な性格であった私を注意して下さったものですが、
以来、常に真心を持って最後まで行動するというこ
とを意識するようになりました。�
　最後になりましたが、「地域に信頼される病院と
なる」という当院の目標の達成に向けて、微力では
ありますが真心を持って励みたいと思っております
ので、皆様どうぞよろしくお願いいたします。�
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　４月１日付で副看護部長として赴任しました土居
明美（どい　あけみ）です。前任地では、まだ固い
つぼみだった桜が、こちらに来て満開になっている
のを見た時には、同じ四国でも気候の違いに非常に
驚きました。�
　自己紹介と現在の思いについて書かせていただこ
うと思います。国立病院機構愛媛病院に就職し、循
環器外科・内科・ICUで長く勤務し、平成17年に国
立病院機構高松医療センターで看護師長として勤務
となりました。高松医療センターでは、一般病棟で
整形外科、呼吸器科、結核ユニット、循環器科等の
病棟を担当していました。高松医療センターの７年間
では、医師の入院療養計画に基づきながら、高齢者
や認知症の方が多い病棟の中で、患者さんが抱える様々
な問題に対応できるように看護の質を考え実践して
きました。特に、多職種と共に嚥下機能スクリーニ
ングシートの作成や摂食機能療法を看護師が実践で
きるシステムを作り、看護の質を向上しながら診療
報酬にも貢献できたことが良い思い出です。様々な
面で厳しい状況でしたが、とても充実した日々でした。�
　高知病院に転勤となり、一番に思ったことは、建
物も人材もとても恵まれているということです。今
回副看護部長となり、現場からは離れることとなり
ましたが、これまで通りチーム医療での看護師の役
割について考え、環境や人材を生かせられるように、
高知病院の副看護部長の役割を果たせられたらと考
えています。大きな組織は初めてで、不慣れでご迷
惑をおかけすることもあるかと思いますが、何事に
も前向きに臨みたいと考えています。皆様よろしく
お願いいたします。�
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　高知県の災害拠点病院として、地震により被災し
た救急患者さんに適切な対応が行えること、また、
津波等による重症心身障害病棟への浸水を想定し患
者さんを安全な場所へ避難誘導すること等を目的と
した防火・防災訓練を、平成24年２月22日に実施し
ました。�
　災害は、15時に南海トラフを震源とするマグニチ
ュード9.0の巨大地震（震度７）が発生し、高知市
全域は振動による建築物の崩壊及び津波による浸水
により、多数の死傷者が発生している状況とし､津
波警報発令後15分で当院にも津波が到達する想定の
下に訓練を行いました。�
　まず、15時15分に津波警報がアナウンスされると、
様々な職場から当院の職員が直ちに重症心身障害病
棟に集まり、患者さんをベッド、車椅子等に乗せ隣
接する若草養護学校の２階へ上がるスロープを利用
し避難させました。また、同時に人工呼吸器を装着
している患者さんを想定し、エアーストレッチャー
を利用して階段での２階への搬送訓練も行いました。
避難に要した時間は約６分で想定患者20名の全避難
が完了し、リーダーの指揮の下、連携のスムーズさ
に感心しました。�
　続いて15時30分からは、災害により被災し救急治

療を受ける必要がある患者さんが、当院に多数運ば
れることを想定し、外来ホールの待合椅子等を全て
片づけ、初期トリアージエリア、各種治療エリア、
災害対策本部等を設けました。15時50分頃から重症
患者等約40名が家族等と共に次々と外来ホールにつ
めかけ、初期トリアージを行う職員、各エリアへ運
ぶ職員、各エリアで治療する職員、情報伝達を行う
職員と、本番さながらの訓練が日本ＤＭＡＴ隊員（当
院職員）５名の指導の下行われました。救急患者に
扮した看護学生のリアルな演技に圧倒され、適切な
対応ができなかった場面や、早く治療してくれ、と
泣き叫ぶ声に動揺する場面、正確な情報が災害対策
本部に伝わらない場面等、様々な反省点が明らかに
なりました。�
　参加した職員からは、防火・防災訓練を通じて、
訓練の大切さがあらためてわかった。東北大震災の
ような災害が起こることは他人事ではないので、い
つでも適切な対応できるよう、毎年防火・防災訓練
を行い、反省点の解消等、災害拠点病院として万全
を期したいという意見が多数聞かれました。今後も
リアリティーのある訓練を実施していきたいと思い
ます。�

�

企画課長企画課長�

久保田克也久保田克也�
企画課長�

久保田克也�
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　社会人というか、一通りの勤めを終え、慣

れ親しんだ「仕事場」を放れた後は、家庭に

あって、子供達、孫達とのやり取りのほか、“せ

いぜい”ご近所に発生する出来事を話題とし

て暮らす、いわゆる「こじんまり」とした生

活が続くことになる。それも決して悪くはなく、

むしろ望ましい生活かも知れないが、矢張り

元気で仕事をしていた当時のことを、折に触

れて思い出すし、時には、昔のご縁を辿って、

頼み事の一つもしないではない。�

　飲み会の席などでは、何年経っていたとし

ても、さも、当時のままであるかの“やり取り”

が続くのも目慣れた光景かと思う。漫談家が、

「あれから40年」と、元気だった頃と今を重

ねて、その落差に笑いを取っているが、「同じ

釜の飯を食った」者同志が、相譲らぬ構えで

お互いの元気だった当時を張り合う、或いは、

その後の元気な姿を確かめ合う、そんな場が

あれば、また、楽しみが一つ増えるが、と思

っているところでした。�

　３月17日（土）、“いよいよ”その願いが実現

いたしました。通称「くじら会」として、Ｏ

Ｂ会が立ち上がったのです。本会は、現在の、

独立行政法人国立病院機構「高知病院」と、

旧高知病院及び東高知病院（療養所時代を含む）

の３施設に勤務した後、退職又は転勤等でそ

れぞれの施設を離れた職員が会員としての権

利を有しますが、事務局（高知病院の事務部内）

までその旨の通知（登録）をお願いしなけれ

ばなりません。当面、会費はいただきませんが、

２年に１度くらいは総会を開いて、お互いの

元気を確かめ合うことを予定していますので、

現在、会員として登録されている方は勿論で

すが、旧知の有資格者をお誘い合わせのうえ、

是非ともご参加をいただきたいと思います。�

 「くじら会」では、現職員から新病院の現況

も聞けるようですし、思い出話を肴に、一献

傾けませんか。お待ちしています。�

�

「くじら会」事務局長　「くじら会」事務局長　橋本　敬三橋本　敬三�「くじら会」事務局長　橋本　敬三�
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呼吸器科医長　畠山　暢生�

　みなさん、こんにちは。私は、平成23年４月より

当院緩和ケアチームの責任医師をさせていただいて

おります呼吸器内科の畠山暢生（はたけやま　のぶ

お）と申します。当院は、平成23年４月20日より「高

知県がん診療連携推進病院」となりました。当院の

役割は５大がん（肺がん・胃がん・肝臓がん・大腸

がん・乳がん）を中心としたがんに対する治療と、

様々ながんに伴う症状の緩和を行っていくことです。�

　その一環として、がんサロンを開催させていただ

くこととなりました。がんサロンは、本来、がん患

者さん同士の、交流や親睦を深める場であり、私た

ちの役割は、場所の提供と交流のお手伝いをさせて

いただくことにあると考えております。�

�第１回のがんサロンが平成24年２月16日（木）13：

30～15：30に当院地域研修センター研修室４で開か

れました。今回は、当院でのはじめての開催でもあ

り、大串院長による開催の挨拶に続き、「痛み」に

ついてのミニレクチャーをさせていただきました。

当日は、11名の患者さん・家族の方に出席していた

だき、交流のための座談会を行いました。出席者の

方々に、がんに対する思いなどを含めた自己紹介を

していただき、その後、サロンの名称を決めていた

だく話し合いが持たれました。いくつかの候補がで

ましたが、「がんになっても望みを持とう」、「が

んの名称も除こう」との意見が出され「サロン希望」

の名前に決定されました。その後も、がんに対する

様々な思いが話し合われ、また、参加者によるハー

モニカ演奏も行われ座談会が終了致しました。帰り

際に、参加された多くの方から「よかった」「また

参加したい」との感想をいただきました。�

　これからも、毎月第３木曜日の13：30～15：30に

「サロン希望」を開催していきたいと思いますので、

是非、多くの方に参加していただき、交流・親睦の

場として利用していただければと考えております。�

�
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地域医療連携室長　呼吸器外科医長　　地域医療連携室長　呼吸器外科医長　　日野　弘之日野　弘之�地域医療連携室長　呼吸器外科医長　　日野　弘之�

　去る、３月31日土曜日、やまかわ乳腺クリニッ

クの山川卓院長先生、上田裕子看護師長をお招き

して、一般の方むけに、セミナーを開催し、約30

名の出席がありました。�

　まずは「乳がんってどういうもの？」と題し、

当院福山外科医長によるミニレクチャーがありま

した。乳がん好発部位、手術方法、化学療法等に

ついて図を表示したわかりやすい内容となってい

ました。�

　続いて「マンモグラフィーってどういうもの？」

とのテーマで、当院森安放射線技師から、最新の

マンモグラフィー検査についての説明です。講義

内にありましたが、一回検査の被爆量は・・・・

日本、サンフランシスコ間の往復の飛行機であび

る自然被爆量と同等であるとか・・・・。今話題

になっている被爆量、海外旅行には行くけれど被

爆量が怖いのでマンモグラフィーは受けないなん

て、ナンセンスな話ですね。�

　続いて、やまかわ乳腺クリニック上田看護師長

さんによる高知県内の乳がん検診受診の実態につ

いてお話がありました。乳がん検診のクーポン券

の利用について、また乳がん検診の情報について

は高知市広報誌「あかるいまち」に掲載されてい

る情報をご参照下さい。�

　最後に、やまかわ乳腺クリニック山川院長先生

による「乳がん検診を受けましょう！」の講演で

す。乳がんの検診を積極的に取り組んできた諸外

国のデータを見ると、著しく乳がん死亡率が減少

しています。つまり、乳がん検診は乳がん死亡率

の減少に効果があるとのことです。�

　セミナーに参加された人の中には一度も受診し

ていない人もたくさんいらっしゃいました。どう

でしょうか？この機会に是非！“乳がん検診をう

けましょう”�

　やまかわ乳腺クリニックや当院でも承っており

ますので是非御来院下さい。�
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泌尿器科医長　渡邊　裕修�

　平成24年２月26日（日）、当院の地域医療研修センターにおいて今回２回目となる近森病院との合同パス大

会を開催しました。テーマは「経尿道的膀胱腫瘍切除術（TUR-Bt）」クリティカル・パスで、それぞれの病

院から医師・看護師・理学療法士・医事部門の発表がありました。TUR-Btのような低侵襲手術でもご高齢の

方が多いため、積極的なリハビリテーション介入が有用であることが示唆されました。117名の参加者があり

活発な討議が行われ、特別ゲストの武蔵野赤十字病院泌尿器科部長・田中良典先生からも沢山の有意義なご意

見をいただきました。今回の経験を今後の当院のクリティカル・パスの推進に役立てて行きたいと思います。�

看護学校　教員　 西森　美奈�

　平成23年５月から平成24年１月にかけて実施された、広島県看護教員養成講習会を受

講させていただきました。今回の受講を決めたときには、自分は具体的に何を学びたい

と考えているのかを明確にできておらず、看護とは、教育とは、看護基礎教育とは何かについて考えることが

できていませんでした。しかし、この約９か月間の講習を通して、新しい知識や自分にはなかった視点での考

え方など、様々なことを学ぶことができました。�

　講習会では、様々な魅力ある講師の先生方の教育や看護に対する思いを知ることができました。90分の講義

のなかでも、語りかける口調や話し方、私たち一人ひとりを見てくれているようなまなざし、またその講義の

内容などから人間性が伝わってくるような感じを受けました。看護を行う上では、人間に興味を持ち、人間が

好きであることが欠かすことのできないもののひとつであると考えています。それは教育においても同じでは

ないかと感じます。�

　そして、人間同士のかかわりのなかで行われていくものが看護や教育であると考えると、看護教育において

は、相手の気持ちがわかる、または理解しようとする姿勢をもち、誠意ある態度で信頼できるということが必

要ではないかと思います。講習会では、特に演習を通して、他者と意見を出し合い思考し、悩み、時にはぶつ

かり、そしてひとつの結果を出すことができたときの、喜びや達成感を共有することができました。その過程

において、知識や技術を学ぶことができたと同時に、社会に生きる人間として成長できたのではないかと感じ

ています。私が講習会のなかで、魅力ある人と出会い多くの学びを得られたように、学生がそういう体験や学

びを得ることができるよう、それを支援できる看護教員を目指して、学び続けていきたいと考えます。�

ほ　げ　い　船� 2012年 4 月　発行�
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医療安全管理室だより�医療安全管理室だより�
「第８回日本医療マネジメント学会�
　　高知県支部学術大会」に参加して�

川柳で医療安全への感性を啓発しよう！�
　－H23年度医療安全推進週間の取り組みをきっかけに－�
川柳で医療安全への感性を啓発しよう！�
　－H23年度医療安全推進週間の取り組みをきっかけに－�

医療安全管理係長　森山　万智�

　全国の病院では、毎年11月25日を含む1週間を「医

療安全推進週間」とし、この期間には特に重点的に

医療現場を見直すことで「安全」に関する意識を高

め、さらに改善を進めていくための活動が展開され

ています。�

　昨年（H23年）11月20日～26日の「医療安全推進

週間」の期間に、当院では、各部署の委員・担当員

と検討を行い、医療安全を啓発する“川柳”を全職

員に募集し、この作品を院内のポスターやカレンダー

などに活用しようという取り組みを行いました。「“川

柳”は、“俳句”と違って季語や切れ字を使うとい

うルールがなく五七五で人の心の内側を詠むという

おもしろさがあるから」という提案から始まったも

のの、職員が“川柳”を作りなれている訳ではなく

「以外に難しいよ」との声もちらほら耳にする中、

45作品と多数の応募を得ることができました。全て

の作品は、まずは職員にお披露目し活動PRとしま

した。その後、新年を迎えた１月から、月毎の啓発

ポスター配布・掲示を開始し、院内の医療安全にか

かわる啓発に役立てています。�

　また、地域の皆様にも院内の活動を知っていただ

けるように、放射線科待合いロビーにて1週間のパ

ネル展示を行いました。医療安全の質の保証に努め

て行こうとしている職員の姿勢が少しでも伝わる機

会になったのではないかと考えています。　　　　�

月毎の啓発ポスター� パネル展示�
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外来　副看護師長　濱口かおり�

　平成23年度の副看護師長会成果発表会を2月3日

から13日の11日間開催しました。�

　成果発表会は、私達が、副看護師長の役割を果

たすために、必要な能力の向上を図ることを目的

にしています。平成20年度から取り組んでおり、

今年で第４回目となりました。第３回目までは口

演で行っていましたが、限られた時間では看護ス

タッフの参加者が少ないという問題がありました。

そのため、１人でも多くの人に副看護師長の活動

を知ってもらいたいという思いから、今回から、

ポスター掲示と方法を変え、放射線科ホールにポ

スター掲示を行いました。�

　結果、看護部門だけでなく、看護部以外の方や

病院職員以外の方の参加があり、期間中167名のご

参加を頂きました。副看護師長が取り組んだ内容

を沢山の皆様に知って頂く機会になったと考えて

います。�

　参加して頂いた方の意見として、自部署に関わ

ることや、研修などの振り返りもできて再度勉強

になった〈看護師〉、看護部の業務への取り組み

をみることができ勉強になった〈事務〉などがあ

りました。皆様から意見を頂き、私達副看護師長

の役割について考えるよい機会となっています。�

　また、日々の業務の中での問題を取り上げ、一

年間の取り組みをまとめることで次年度の課題を

見出すことに繋がっていると考えています。�

　今後も、成果発表会に取り組み、副看護師長の

役割を果たすため

に、必要な能力の

向上に努めてい

きたいと思って

います。�

�

�

副薬剤科長　 幸吉　明�

　平成24年3月、「高知県災害時医療救護計画」に基づき、高知病院薬剤科内に「急性

期に必要な医薬品等の備蓄」として、災害備蓄医薬品が備蓄されることとなりました。�

　高知市内では当院を含め５箇所、高知県全体では当院を含め12箇所の医療機関で、

各医療機関と高知県の委託契約によって、万一に備えての医薬品の備蓄を行っています。�

　これらの医薬品の備蓄は、「流通備蓄」といい、通常当院で使用する薬剤に加え、災害時に必要な備蓄医

薬品等の数量を上乗せして在庫しています。常日頃から有効期限などのチェックを行い、災害が起こったと

きに期限切れなどが起きないように管理を行っています。�

災害備蓄医薬品について�
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　平成24年３月に、日総研の雑誌（実践安全手

術室看護３・４月号）に「手術室における患者

参画型申し送りの実際」というタイトルで、投

稿し掲載されました。投稿に至ったのは、平成

22年に「日本手術看護学会」で「患者参画型申

し送りに対する患者の受け止め方」の看護研究

を発表し、翌年の6月に、雑誌社から医療安全

に関する特集号への掲載依頼を受けたという経

緯です。投稿依頼があったときは、驚きと自分

達が行った看護研究が認められたことに対し嬉

しさを感じました。また、同時に全国誌へ掲載

できる内容に仕上げられるかと不安になりまし

た。しかし、多くの皆様の協力により、無事投

稿でき掲載されることとなり、本当にありがと

うございました。�

　ここで少し患者参画型申し送りとは何かにつ

いて、説明させていただきます。患者参画型申

し送りとは、読んで字のごとく、患者さんが参

加して行われる申し送りです。申し送りは、「患

者氏名確認、手術部位、同意書類」などの内容

の情報伝達や安全確認を行っています。この申

し送りに患者さんにも参加していただくのは、

患者様、病棟看護師、手術室看護師が一緒に安

全確認を行うことで、患者さんの不安軽減や安

全の確保を図ることを目的としています。患者

参画型申し送りに対する患者さんの意識調査で

は、「申し送りに参加して良かった」と感じる

方が多くいました。また、患者さんから申し送

りに参加することで、不明な点への意見や質問

を伝えやすく、手術を受けるための安全を確認

したり、不安な気持ちを表現したり、コミュニ

ケーションをとって緊張を和らげることができ

るなどの意見が聞かれ、患者さんは少なからず

安心を得られていると考えます。�

　手術室の看護は、実際に患者さんに対して何

を行っているのか見えにくいとも言われていま

す。雑誌掲載の内容を通して、患者さんが手術

室に入室するその数分間に込められた、手術室

看護師の関わり方について少しでも伝われば嬉

しく思います。�

�

　手術室　看護師　安東　由香�

日総研の雑誌に掲載されて�
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研修最終日　記念撮影�

演示をみる真剣なまなざし� アイスブレイクでリラックス�

　平成24年度就職前研修を3月27日、28日の2日間実施しました。参加者は新卒で当院へ入職の15名に

加え、今年度より新人看護師研修事業として外部新採用者の研修参加募集を取り組みはじめたことで、

外部より1名の参加があり計16名での研修となりました。�

　初日、スーツ姿で緊張した表情の16名が会場に集まり、背筋を伸ばして着席し研修が始まるのを待っ

ていました。まずは少しでもリラックスして研修に臨めるようアイスブレイクの実施。お互いの自己

紹介をし、共通点を見つけコミュニケーションをはかり、自己アピールを発表してもらいましたが、

「想像以上に気持ちが和んでよかった」「緊張がほぐれリラックスした状態で研修に臨めた」と意見

が出たように楽しくグループワークができていました。また看護師長より、各部署の紹介をスライド

を用いて行ってもらい、昼食を共にとってもらいました。緊張はしたようですが、直接話をする機会

がありよかったとの言葉が聞かれました。�

　実技では就職前研修プログラムに沿って、スタンダードプリコーショ

ンや、採血、点滴管理などの研修を行いました。

企画から演習まで副看護師長が中心となり

計画を立て担当しました。参加者は真剣な

まなざしで講義を受け、演習に取り組んで

いました。手順に沿って丁寧な指導を行い、

一つ一つの手技を確認しながら実施できた

ことは就職前によい経験になったとの意見

が聞かれ、2日間の研修を終えることがで

きました。�

　今後、新人さんたちはそれぞれの部署で

教育プログラムに沿って経験を積み成長し

ていくと思います。スタッフの皆様には引

き続きご支援をよろしくお願いします。�

　4階北病棟　副看護師長　森　智美�

�

新人看護師の�
　就職前研修を実施しました�
新人看護師の�
　就職前研修を実施しました�
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　昨年度より、当地域医療連携室では、連携施設のリーフレットを作成しております。�

　地域医療連携室スタッフが、慣れないPCを駆使して作成した手作り感あふれるリーフレットです。その

中から、一部ご紹介いたします。�

　リーフレットは外来に設置閲覧、広報誌に掲載、必要時患者さんに配布等させていただいております。地

域医療連携室では、上記リーフレットにご賛同いただける施設を募集しております。下記連絡先までご一報

下さい。�

�

地域医療連携室主任医療相談員　長浦　英世�

地域医療連携室だより�

患者さんのご紹介・現在入院中の患者さんの問い合わせ・リーフレットについて 等…�

　　088－828－4465　地域医療連携室までご一報下さい。�平日 8：30～18：00まで対応いたします。�
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　春は気温の変化も大きく、新年度に合わせて生活環境が変化することもあり体調を崩しやすい時期です。ま
た、春は冬よりもインフルエンザや風邪に対する対策を怠りがちになり、実は感染対策に手を抜きやすい時期
ともいえます。感染予防対策の基本は「手洗い」「うがい」「十分な栄養と睡眠」などです。感染症は自分が
かからないだけでなく、周りの人にうつさない心遣いが流行を拡大させないために大切です。体調が悪い時は、
込み合う場所への外出はできるだけ避けましょう。�

�
　　○感染性胃腸炎�
�
細菌・ウイルスなどの病原体による嘔吐・下痢を主症状とした胃腸炎の総称で、原因となるウイルスに
はノロウイルスやロタウイルスなどがあります。経口感染（病原体に汚染された食品などを充分に加熱
しないまま食べることにより感染）や接触感染（病原体で汚染された物に触れた手などから口に入るこ
とで感染）します。�
※下痢や嘔吐で汚染された場合の消毒には塩素系消毒薬（ハイターなど）を使用するなどの対応が必要です。�

　　○インフルエンザ�
�
Ｂ型の割合が増加しています。Ａ型とＢ型の両方に感染することもあるので注意が必要です。飛沫感染
（咳やくしゃみに含まれる病原体を吸い込んで感染）や接触感染で感染します。�

　　○水痘（みずぼうそう）�
�
潜伏期間は10～21日、全身に直径3～5mm程度の盛り上がった紅い発疹が出現します。感染力が強く、
空気感染（空気中に浮遊した病原体を吸い込んで感染）や飛沫感染で感染します。�

　　○Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎�
�
学童期の小児に最も多く、潜伏期間は2～5日、突然の発熱と全身倦怠感、咽頭痛によって発症し、しば
しば嘔吐を伴います。飛沫感染が主ですが

　　○伝染性紅斑（リンゴ病）�
�
潜伏期間は10～20日、頬に境界鮮明な紅い発疹が現れ、続いて手・足に網目状の発疹がみられます。飛
沫感染や接触感染で感染します。�
�
�

�

春の感染症に注意しましょう 春の感染症に注意しましょう 
感染管理認定看護師　原　　昭恵�
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平成24年２月27日（月）、予餞会が行われました。卒業する私たち３年生に向けて、在校生か

ら歌や踊り、サプライズのプレゼントがありました。３年生は国試を終えたばかりだったため、

一区切りついたこともあり、久々のイベントに笑顔で楽しむことができました。�

　１年生や２年生は実習や授業などの忙しいなか、私たち３年生のために様々な趣向を凝らしてくれ

ました。�

　スクールライフ、事前のアンケートで３年生が名前を伏せて書いたメッセージ入りのスライドショー

では、３年間の仲間との思い出がよみがえり、卒業ということをしみじみと感じました。その他にも、

マル・モリのダンスや先生と一緒にゲームを行いました。�

また、最後に特別ゲストとして、先生方からのキャンディーズの“年下の男の子”のサプライズショー

がありました。昨年までは、先生方が予餞会でステージに立つことはなかっ

たので、予想外のドッキリに驚き、同時に先生方の気持ちがとても嬉しかっ

たです。学校全体が一体となって全員が一緒に歌ったり、踊ったりと充実

した時間を過ごせました。�
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思い返すと、昨年まで私たちは、先輩を送る立場としてこれ
までお世話になった先輩に感謝し「３年間お疲れさまでした」
という想いをこめて、いかに楽しんで貰うか頭をひねり出し
物を考えました。今回は、送られる側として予餞会に参加し…�
あらためて“今度は私たちが本当に送られる側なのだ”とい
うことを実感しました。�

私たち３年生は、看護師になるという目標に向かって３年間
走り続けてきました。しかし、スライドショーを振り返って
みることで素敵な仲間や後輩、先生方に囲まれ、沢山の方に
支えられながら過ごしてきた３年間だったのだと感じ、感謝
の気持ちでいっぱいになりました。�
�

１・２年生の皆様へ�

　皆さんは、中学校や高校で出会ってきた友達も沢山いると思います。しかし、この学校で同じ夢を

もった仲間と３年間、学校生活や実習などで、共に泣き、共に笑い…共に過ごしていきます。その３

年間で深い人間関係を築いてきた仲間は一生の宝です。辛いこともあると思いますが、決して一人で

はありません。困った時は周りの友人や先生に頼ってください。そして、３年後には、自分の看護観

を語れるよう頑張って欲しいと思います。�

３年生　平田菜の子・吉田里沙・吉本早織�
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�

　副看護師長　　　　門田　博子�

　看護師　　　　　　井上　春代�

　看護師　　　　　　三宮　るみ�

　調理師　　　　　　山田美恵子�

　看護師　　　　　　藤原壽美子�

�

�

�

　整形外科医師　　　田村　竜也�

　消化器科医師　　　友兼　　毅�

　レジデント（非常勤）�
　　　　　　　　　　岸　久美子�

　専修医（非常勤）　菊地真理子　�

　診療放射線技師　　森安　由圭�

　理学療法士　　　　清藤　真司�

　看護師長　　　　　梶原　直美�

　副看護師長　　　　江口　美保�

　助産師　　　　　　宇田　佳代�

　助産師　　　　　　塩見　和恵�

　看護師　　　　　　片岡　由美�

　看護師　　　　　　川c　梨加�

　看護師　　　　　　西村　拓也�

　看護師　　　　　　毛利　咲恵�

　看護師　　　　　　西岡　史絵�

　准看護師　　　　　松田久美子�

　看護師（臨時的任用）�
　　　　　　　　　　泉　　友美�

　保育士　　　　　　行譜　弥生�

　教員　　　　　　　竹村　多加�

　事務助手（非常勤）田中　美穂�

　児童指導員（非常勤）�
　　　　　　　　　　中平　良介�

　保育士（非常勤）　小川　和香�

　保育士（非常勤）　田中　朋美�

　保育士（非常勤）　井上　尚子�

　理学療法士（非常勤）�
　　　　　　　　　　山本　令沙�

　看護助手（非常勤）秋元　友之�

�

�

�

　事務部長　　　　　嘉藤　一博�

　企画課長　　　　　上甲　尚史�

　職員係長　　　　　三宅　博之�

　財務管理係　　　　池淵　芙美�

　診療放射線技師　　奥山　茂樹�

　血清主任　　　　　森本　直子�

　臨床検査技師　　　櫻井絵梨子�

　副理学療法士長　　中谷　京宗�

　副看護部長　　　　矢野いづみ�

　看護師長　　　　　大西　玉美�

　看護師長　　　　　　原　育子�

　副看護師長　　　　隅田　美紀�

　看護師　　　　　　武田さおり�

�

�

�

　副院長　　　　　　小倉　英郎�

�

�

�

　整形外科医師　　　林　二三男�

　消化器科医師　　　藤野　泰輝�

　耳鼻いんこう科医師�
　　　　　　　　　　近藤　英司�

　麻酔科医師　　　　太田　宗幸�

　呼吸器外科医師　　高嶋　美佳�

　婦人科専修医　　　原田　裕子�

　診療放射線技師　　宮榮　克孝�

　診療エックス線助手�
　　　　　　　　　　狩俣　昌平�

　臨床工学助手　　　岡田　和浩�

　理学療法助手　　　大菊　　覚�

　薬剤助手　　　　　水田　景子�

　臨床検査技師　　　高松　　滋�

　保育助手　　　　　武市　美保�

　保育助手　　　　　林　　　瞳�

　財務管理係　　　　佐藤　泰成�

　診療情報管理士　　坂井　由香�

　診療情報管理士　　中村　亜希�

　看護師　　　　　　小野友里恵�

　看護師　　　　　　小松　恭代�

　看護師　　　　　　高橋　宏子�

　看護師　　　　　　筒井　徹也�

　看護師　　　　　　浜田　裕理�

　看護師　　　　　　細川　雅史�

　看護師　　　　　　元吉　紗代�

　看護師　　　　　　森　万理亞�

　看護師　　　　　　山岡亜紀子�

　看護師　　　　　　岩本　睦美�

　看護師　　　　　　大井　真理�

　看護師　　　　　　太田　　海�

　看護師　　　　　　大前　裕明�

　看護師　　　　　　岡林　美里�

　看護師　　　　　　宗c　　梓�

　看護師　　　　　　竹中　美咲�

　看護師　　　　　　西原　道代�

　看護師　　　　　　平田菜の子�

　看護師　　　　　　堀田明日香�

　看護師　　　　　　望月裕見子�

　看護師　　　　　　森下　愛梨�

　看護師　　　　　　山c　絵里�

　看護師　　　　　　吉本　早織�

　レジデント　　　　香西　博之�

　レジデント　　　　岡崎　　潤�

　臨床研修医（非常勤）�
　　　　　　　　　　五十嵐　徹�

　臨床研修医（非常勤）�
　　　　　　　　　　塚崎　佑貴�

　業務技術員（非常勤：看護助手）�
　　　　　　　　　　多田　英美�

　業務技術員（非常勤：看護助手）�
　　　　　　　　　　川村　　聖�

　安全対策員（非常勤）�
　　　　　　　　　　神田　　豊�

　安全対策員（非常勤）�
　　　　　　　　　　南　　晴幸�

　保育士（非常勤）　奥田　真理�

�

�

�

　事務部長　　　　　大西　寛征�

　管理課長　　　　　大久保直矢�

　職員係長　　　　　藤井　千明�

　医化学主任　　　　川村　道代�

　理学療法主任　　　峯田　拓也�

　療育指導室長　　　中島　由博�

　副看護部長　　　　土居　明美�

　看護師長　　　　　岡林　裕恵�

　看護師長　　　　　北岡　千秋�

　看護師長　　　　　足立　美香�

�

�

�

　教員　　　　　　　西森　美奈�

　副看護師長　　　　河村ひとみ�

　副看護師長　　　　西川　朝子�

　副看護師長　　　　山下　　由�

3月31日・4月1日付�
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外来診療担当医表�
■受付時間 8：30 ～11 ：00 　整形外科・火曜日は 8：30 ～10 ：00 です。�
　　　　　　　　　　　　　

■休診日 土曜・日曜・祝日・12 月29 日～１月３日�

（平成24年４月１日現在）�

高知病院�
〒780-8077　高知県高知市朝倉西町１丁目２番25号�
TEL（088）844 -3111　FAX（088）843 -6385�
ht t p : / /www.hosp .go . j p . / ̃ koch i hp国立病院機構の�

シンボルマーク�
高知病院の�

シンボルマーク�

※　内科の１診は、月曜日から金曜日まで全て、医師１名担当の交代制となっています。�

�
午　前�
�

午　後�
�
�

午　前�
�
�

午　後�
�

午　前�
午　前�
午　後�

�
�
�

午　前�
�
�

午　後�
�

�
午　前�
�

午　後�
�
�

午　前�

午　前�
午　後�
午　前�
午　前�
午　前�

午　前�

午　前
�

午　後

午　前
�

�
�

午　前�

午　前�

１　　診�

特別外来�
�

専門外来�
�

１　　診�
�

２　　診�
�

専門外来�
�
�
�

専門外来�
�
�

１　　診�
２　　診�
３　　診�

専門外来�
�

予防接種�
�

１　　診�
２　　診

�
専門外来

�
�

１　　診�
２　　診�
�

専門外来�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

区分・診察室番号� 月� 火� 水� 木� 金�
畠山・飛梅�
松森(糖尿病)�

�
�
�

岡野　義夫�
�

�
�
�
�

藤野　泰輝�
�
�

松森　昭憲�
（糖尿病も診察）�
武市　知己�
高橋　芳夫�
小倉由紀子�

神経・発達障害�
乳児健診�

14:30～15:30�
（予約制）�

井川　浩一�
（乳ガン検診も実施）�

�
�

林　二三男�
�

非常勤 10：00～�
�
�
�

三好　　研�

渡邊　裕修�

�
�

原田　裕子
�
�

戸田　祐子
�

関根　和教
�

�
近藤　英司�

小松　幸久�

町田・香西�
岩原(内科)�

�
�
�

大串　文　
�

�

�
�

禁煙外来�
14:00～15:30（予約制）�

井上　修志�
山B　隆志�

ペースメーカー（第１木曜）�
�
�

小倉　英郎�
大石　尚文�
井上　和男�

アレルギー・化学物質過敏症�
NICUフォローアップ�

14:30～15:30�
（予約制）�

福山　充俊�
（乳ガン検診も実施）�
日野・福山�
乳腺外来�
篠原　一仁�

（田村　竜也）�
�
�

日野　弘之�
�

三好　　研�

笠原高太郎�

小林　文子
�

�

原田　裕子�
�

戸田　祐子
�

関根　和教
�

�
近藤　英司�

塩田　博文�

篠原・飛梅�
松森(糖尿病)�

�
�
�

畠山　暢生�
�

町田　久典�
�
�
�

板垣　達三�
�
�

大串　文　�
�

武市　知己�
寺内　芳彦�

�

乳児検診�
�

14:30～15:30�
（予約制）�

山崎　誠司�
（乳ガン検診も実施）�

�
�

小林　　亨�
�

非　常　勤�
�
�
�

三好　　研�
渡邊(奇数週)�
久野(偶数週)

�福家　義雄
�

�
小林　文子�

�
戸田　祐子

�関根　和教�
近藤　英司�

松岡　　葵�

篠原・岡野�
岩原(血液)�

�
�
�

大串　文　�
（リウマチ科も診察）

�
�
�
�

�
藤野　泰輝�
西村　直己�

�

大串　文　
�

�
小倉　英郎�
井上　和男�

�

アレルギー�
特殊予防接種�

14:30～15:30�
（予約制）�

福山　充俊�
（乳ガン検診も実施）�
福山　充俊�
乳腺外来�
兼松　次郎�

�
�
�

日野　弘之�
�

三好　　研�

笠原高太郎�

福家　義雄
�

�

�
�

戸田　祐子
�

関根　和教
�

�
近藤　英司�

塩田　博文�

岡B�
松森(糖尿病)�

�
�
�

篠原　　勉�
�

�
�
�
�

井上・板垣�
山B　隆志�

�

松森　昭憲�
（糖尿病も診察）�

小倉　英郎�
大石　尚文�
寺内　芳彦�

神経・発達障害�
�

14:30～15:30�
（予約制）�

大塚　敏広�
（乳ガン検診も実施）�

�
�

篠原　一仁�
�

非　常　勤�
�
�
�

三好　　研�

渡邊　裕修�

原田　裕子
�

�

福家　義雄
�

�

戸田　祐子
�

関根　和教
�

�
近藤　英司�

小松　幸久�

�

内 科 �
�
�
神 経 内 科 �
�
�
呼 吸 器 科 �
アレルギー科�
�
�
消 化 器 科 �
�
循 環 器 科 �

�
リ ウ マ チ 科 �

�
�
�
小 児 科 �
�
�

�
�
外 科

�
�
�

整 形 外 科 �
�
�
脳 神 経 外 科 �

呼 吸 器 外 科 �
小 児 外 科 �
皮 膚 科 �

泌 尿 器 科 �
�
産 科 �

婦 人 科 ��

眼 科
�

�

耳 鼻 咽 喉 科
�

リハビリテーション科
�

放 射 線 科 �

診 　 療 　 科 �

不定期(院内案内板に掲示しています。お電話にてお問い合わせ下さい。)

�

�

⑫�
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⑥
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�
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�
�
�
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�
�
①�
②�
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瀋
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�
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